
中山間地でのほ場整備を目指して

気仙沼市の本吉町
もとよしちょう
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地区では，

現在，ほ場整備を見据えた取組が進んでいる。 

当地区は中山間地に位置し，ほ場の不整形や用

排水の不備，分散など多くの問題を抱えていた。

両地区の用水組合が協力して地域農業を維持し

てきたが，両用水組合を母体とするほ場整備事

業推進委員会を設立。組合員による勉強会や先

進地視察などを経て，来年度から，整備の方向

性を決める受託調査を実施する。 

同委員会の三浦敏
とし

治郎
じ ろ う

委員長(６７)は「国の施策は農業の大規模化を促すものが多い。

法人化も先進技術導入も面整備されていればこその施策。中山間地こそ，ほ場整備が必要」

と語る。 

また，市農業委員で同委員会の事務局長を

務める金野
こ ん の

政義
まさよし

さん(６４)は「これまで，農

地は個人の財産という意識が根強く，地域で

守るという意識の醸成が難しかった。農地を

個人の力で守ることがいよいよ困難になっ

てきた今，担い手の世代交代も追い風になっ

ている」と話す。 

【記事提供：気仙沼市農業委員会】 
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浦委員長（左）と金野事務局長 

勉強会の様子（令和4年11月20日） 


